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本年5月に操業開始した九州神鋼サービスセンター

躍
　
進
　
遠
　
賀
　
町

昭
和
四
四
年
を
ふ
り
返
っ
て

企
業
誘
致
が
目
立
つ

昭
和
四
四
年
も
あ
と
数
日
を
残
し
て

馨
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
皆
様
と
典

に
こ
の
一
年
を
ふ
り
か
え
り
更
に
新
し

い
良
い
減
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
遜
賀
川
局
憾
話
自
動
開
式

八
月
二
三
日
午
後
一
時
か
ら
遠
賀

川
局
の
概
括
が
自
動
開
式
と
な
り

通
信
連
絡
部
項
が
非
常
に
便
利
に

な
り
ま
し
た
。

◎
渋
木
小
学
技
鉄
筋
望
王
命
落
成

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
、
一
一

六
三
七
平
方
米
　
総
工
資
九
一

六
五
万
円
、
三
月
三
〇
日
完
成

◎
山
手
線
通
路
改
良
工
謡

炭
坑
離
職
者
緊
急
就
労
部
薬
、
上

別
府
宇
土
取
地
内
、
長
さ
垂
ハ
五

米
、
巾
六
、
五
米
、
工
讃
七
二
万

円
、
昭
和
四
五
年
二
月
完
成
予
定

◎
遠
賀
塞
高
校
通
学
路
改
良
工
藤

上
別
府
字
商
家
地
内
、
長
さ
七
四

八
米
、
虫
ハ
、
五
米
、
エ
竣
七
五

〇
万
円
、
昭
和
四
四
年
三
月
完

成
予
定

◎
虫
空
港
団
地
取
付
通
暁
偏
工
務

忠
生
洋
学
蔦
唆
、
新
屋
敷
地
内
、

連
環
地
域
開
発
就
労
郊
薬
、
長
さ

一
、
二
九
七
米
、
巾
五
～
五
、
五

米
（
内
七
四
〇
米
は
舗
装
）
工
鼓

二
、
四
二
ハ
万
円
、
昭
和
四
五
年

三
月
完
成
予
定

◎
山
手
線
舗
装
工
疎

尼
崎
地
内
防
衛
施
設
周
辺
民
生
安

定
舞
楽
、
長
さ
七
四
八
米
、
巾

六
、
五
米
、
工
費
七
九
八
万
円
、

昭
和
四
五
年
二
月
完
成
予
定

◎
水
道
教
授
工
藤

防
衛
施
綬
周
辺
民
生
安
定
押
葉

の
遠
賀
川
～
別
府
－
尾
崎
～
鬼
津
～

若
松
の
間
に
配
水
衝
ふ
看
護
。
本

年
度
薬
で
水
道
拡
張
工
謡
完
了

配
径
延
長
約
一
〇
、
0
8
米
、

管
径
一
五
〇
～
四
〇
、
、
り
メ
ー

ト
ル
、
昭
和
四
五
年
二
月
完
成
予

定
の
配
水
池
築
造
工
郡

上
別
府
手
前
家
地
内
、
防
衛
雄
姿

周
辺
民
生
安
定
薬
、
配
水
容
址

四
三
下
ン
、
配
管
工
相
律
径
二

〇
〇
⊥
五
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、

延
長
一
、
〇
四
九
米

昭
和
四
五
年
三
月
完
成
予
定

の
∽
工
費
合
計
四
、
〇
七
一
万
円

◎
九
州
神
鋼
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
誘
致

別
府
地
内
に
建
設
、
敷
地
面
積
一

五
、
七
三
二
平
方
米
、
磐
琵
撥

部
品
販
売
、
昭
和
四
四
年
五
月
操

業
開
始

◎
八
幡
工
訴
遼
費
工
場
誘
致

虫
生
津
地
内
、
敗
地
面
殺
一
〇
、

八
九
〇
平
方
米
、
鉄
骨
機
械
加
工
、

昭
和
四
四
年
八
月
既
発

◎
神
光
賦
力
印
刷
工
場
誘
致

尾
崎
地
内
、
敷
地
四
、
九
三
平

方
米
、
賦
力
美
術
印
刷
、
昭
和
四

四
年
七
月
着
工
。



品種名　　作付面積

ホウヨク　　　430ha

レイホウ　　　161ha

シラヌイ　　　　97ha

西海76　　　88ha

金南風　　　45ha

アリアケ　　　　42ha

西海72　　　19ha

西　　風　　　10ha

越　　南　　　　6ha

其　の他　　　　0

合　計　　　900ha

県農試
kg　　現地試験成績 新

し
い
擾
良
品
踵
に

注

目

し

よ

う

〝
立
木
の
伐
採
届
出
に
つ
い
て
〝

米
の
需
給
は
、
生
産
の
増
加
と
消
費

の
減
退
に
よ
り
過
剰
状
態
に
あ
り
、
本

年
一
〇
月
末
の
政
府
古
米
彊
量
は
紀

宝
（
〇
万
ト
ン
と
い
う
膨
大
な
数
量
に

蓮
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
対
処
す
る
た

め
、
米
の
需
要
の
絃
大
ほ
っ
と
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
優
良
品
種

を
つ
く
ら
ね
は
な
り
ま
せ
ん
。

遠
賀
町
の
品
種
別
作
付
両
親
の
申
告

を
見
ま
す
と
、
次
表
の
と
お
り
で
収
晶

は
多
い
が
味
の
悪
い
ホ
ウ
ヨ
ク
、
シ
ラ

ヌ
イ
が
総
面
積
の
六
〇
劣
を
占
め
て
い

ま
す
。
現
在
新
し
い
優
良
品
種
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

農
林
省
九
州
悪
義
務
で
は
「
ア

サ
カ
ゼ
」
を
母
と
し
「
金
南
風
÷
老
父

と
す
る
「
西
海
九
一
号
」
蕎
成
し
、

四
二
年
に
は
「
ニ
シ
カ
ゼ
」
と
命
名
さ

れ
ま
し
た
。

壁
は
、
金
諦
観
に
比
べ
熱
期
は
一

～
二
日
お
そ
い
が
、
矯
語
麗
数
形
で
多

収
、
し
か
も
、
恩
賞
食
味
と
も
良
好
で

あ
る
う
え
、
シ
ラ
ハ
ガ
レ
の
耐
病
理
が

強
く
、
金
南
風
の
弱
点
を
強
め
た
品
種

と
し
て
、
乎
垣
都
の
早
生
翻
と
し
て
有

望
で
あ
り
ま
す
。

又
「
ア
リ
ア
ケ
」
の
代
著
器
と
し

て
、
「
越
南
三
号
」
が
有
望
視
さ

れ
、
秋
薄
地
諾
ま
た
は
、
多
胆
に
も
強

い
の
で
今
後
海
岸
砂
土
地
清
に
有
望
で

ある。特
陸
は
、
ア
リ
ア
ケ
に
比
べ
、
出

穂
、
熱
期
と
も
四
～
五
日
早
く
、
や
ゝ

短
科
に
し
て
積
数
型
で
倒
状
に
は
、
か

な
り
強
く
、
い
も
ち
痛
、
シ
ラ
ハ
ガ
レ

病
に
強
く
、
二
化
め
い
虫
、
カ
ラ
バ
エ

に
も
強
い
、
収
監
は
ア
リ
ア
ケ
よ
り
多

収
で
、
品
質
食
味
も
良
好
で
あ
る
。

森
林
所
有
者
等
は
民
有
林
の
立
木
を

伐
観
す
る
に
は
省
令
で
定
め
る
手
続
に

従
い
、
伐
採
を
開
始
す
る
目
前
三
〇
か

ら
九
〇
の
間
に
伐
採
届
出
韓
を
二
道
県

知
班
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
立
木
を
伐
探
し
ょ
づ
と
す
る
湯

合
は
必
ず
伐
採
届
出
藩
を
獲
出
下
さ

届
出
宙
は
役
場
経
済
操
に
あ
り
ま

す。

［
園
朝
風
闇
回
思
圃
園

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

ア
ー
ル
当
り
玄
米
垂

師
走
に
　
そ

昭
和
四
四
年
慶
も
あ
と
旬
日
、
師
走

は
金
や
人
の
動
き
が
激
し
く
あ
わ
た
だ

し
さ
で
人
々
は
落
ち
つ
き
を
か
ぎ
ま

す
。
皆
さ
ん
、
こ
の
ス
辛
を
狙
っ
て
訴

件
郵
政
が
多
い
の
か
娘
末
で
す
。

泥
棒
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

ェ
、
家
を
空
け
る
と
き
は
隣
り
近
所

に
、
留
守
を
頼
ん
で
お
く
こ
と
。

2
、
外
出
と
き
の
戸
締
り
は
、
一
見
し

て
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
、
錠
は
ニ
ケ

以
上
工
夫
し
て
か
け
る
こ
と
。

3
、
家
の
回
り
の
足
助
と
な
る
も
の
は

整
理
し
、
室
内
は
防
犯
ベ
ル
で
補
強

す
る
こ
と
。

4
、
多
額
の
現
金
は
家
に
お
か
ず
、
蹟

出
品
も
分
散
し
て
し
ま
う
こ
と
。

5
、
夜
、
寝
る
と
き
は
室
内
は
暗
く
、

外
は
防
犯
灯
で
明
る
く
し
て
お
く
こ

と。ス
リ
・
か
っ
ぱ
ら
い
に
用
心

1
、
貰
い
物
に
は
必
要
以
上
の
金
を

持
っ
て
行
か
ず
、
ま
た
お
お
っ
ぴ
ら

に
人
の
前
で
は
余
を
出
さ
な
い
こ

と。
2
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
は
、
サ
イ
フ

は
質
物
か
ど
に
入
れ
な
い
で
、
手
に

探
っ
て
お
く
こ
と
。

3
、
金
は
な
る
べ
く
バ
ッ
ク
に
入
れ
な

い
で
、
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
。

4
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
は
右
腕
に
抱
く
よ

う
に
し
て
持
ち
、
右
側
を
歩
く
こ

な
　
え
　
て

と。
5
、
人
ど
お
り
の
少
な
い
逆
、
暗
い
逆

の
女
子
の
一
人
歩
き
ほ
ざ
け
る
こ

と。
6
、
わ
ざ
と
寄
り
添
っ
て
来
る
人
や
、

垂
は
警
戒
す
る
こ
と
。

自
動
車
、
車
上

ね
ら
い
の
予
防

ュ
、
夜
間
は
、
車
種
に
入
れ
て
戸
締
り

を
し
て
お
く
こ
と
。

2
、
駐
車
は
、
看
親
人
が
あ
る
場
所

か
、
ま
た
目
の
と
と
く
と
こ
ろ
に
お

く
こ
と
。

3
、
ド
ア
錠
を
か
け
た
う
え
、
自
動
車

屯
門
の
綾
を
か
け
る
こ
と
。

4
、
車
検
、
免
許
証
、
保
険
証
は
蒙
に

も
ち
か
え
り
、
事
の
中
に
は
お
か
な

5
、
ち
ょ
っ
と
の
閲
と
思
っ
も
、
碑
の

中
に
は
た
い
せ
つ
な
品
物
は
お
か
な

い
こ
と
。

サ
ギ
の
被
害
防
止

1
、
と
か
く
年
末
は
、
だ
ま
そ
う
と
す

る
方
も
必
死
で
す
。
う
か
っ
に
口
車

に
乗
ら
な
い
こ
と
。

2
、
や
た
ら
に
金
も
う
け
が
あ
る
も
の

で
は
な
い
、
知
ら
な
い
人
の
も
う
け

話
し
を
信
用
し
な
い
こ
と
。

3
、
主
人
の
使
い
で
来
た
な
ど
と
、
ウ

ソ
を
い
う
者
が
お
る
、
訪
問
者
に
は

用
心
す
る
こ
≒



衆
議
院
議
員
総
選
挙
迫
る

悔
い
な
き
一
票
を
投
じ
よ
う

＝
一
二
月
二
七
日
は
投
票
日
＝

高
令
者
に
再
加
入
の
途
開
く

第
三
二
回
衆
議
院
殺
鼠
総
選
挙
が
来

る
二
七
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た
び

の
選
挙
は
山
請
す
る
内
外
の
薗
問
題
を

か
ゝ
え
だ
現
内
閣
が
国
民
の
一
人
′
－

に
正
し
い
審
判
を
仰
ぐ
非
常
に
大
切
な

選
挙
で
あ
り
ま
す
。
園
内
に
は
経
済
物

価
問
題
、
農
薬
問
題
、
大
学
紛
争
な
ど

の
社
会
問
題
な
ど
が
あ
り
対
外
的
に
は

日
米
安
使
閤
題
、
七
一
牽
沖
縄
退
か
ん
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
な
ど
前
途
に
き
し
い
諸

問
題
を
か
ゝ
え
て
お
り
我
が
国
に
と
っ

て
極
め
て
寒
雲
な
時
期
に
行
わ
れ
る
選

挙です。
こ
の
と
き
に
当
っ
て
私
選
国
民
一
人

一
人
が
そ
の
主
施
著
で
あ
る
こ
と
を
よ

く
考
え
て
国
の
政
治
に
対
し
て
蔑
見
を

十
分
反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め

に
は
た
ゞ
人
か
ら
た
の
ま
れ
た
候
締
着

に
投
票
す
る
だ
け
で
な
く
心
か
ら
国
の

た
め
を
思
う
代
表
犠
貝
を
乗
韻
院
に

送
っ
て
住
み
よ
い
社
会
を
作
る
い
し
ず

え
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

東
端
院
議
員
の
お
も
な
仕
事

○
国
の
法
律
を
つ
く
っ
た
り
、
改
正
し

た
り
廃
止
し
た
り
す
る
。

〇
回
の
収
入
支
出
の
予
算
を
決
め
る
。

○
こ
の
ほ
か
に
条
約
承
認
窓
法
改
正
を

発
頭
す
る
な
ど
の
こ
と
を
す
る
。

選
挙
人
名
簿
登
録
者

○
年
令
襲
件

昭
和
二
四
年
三
月
二
八
日
以
前
に

生
ま
れ
た
も
。

〇
位
所
要
件

昭
和
四
四
年
九
月
六
日
以
前
に
遠
賀

町
に
居
住
し
て
住
民
塞
本
台
頓
に
登

載
さ
れ
て
い
る
も
の
。

不
　
在
　
投
　
票

懇
情
が
あ
っ
て
技
累
日
に
技
某
所
に

行
く
こ
と
が
出
さ
な
い
方
、
他
町
村
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
、

疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
、
老
寂
、
不
具
の

方
な
ど
は
所
定
の
手
続
を
と
れ
ば
不
在

投
票
が
で
き
ま
す
。

法
律
人
権
特
別
相
談
所
開
設

と
　
き
　
二
一
月
一
七
日

一
〇
時
～
一
七
時

と
こ
ろ
　
遠
賀
町
公
民
妓
別
館

相
贅
項

○
暴
力
や
威
力
で
合
掌
要
求
さ

れ
た
り
営
業
を
防
害
さ
れ
た
り

不
法
に
住
居
の
立
退
き
を
迫
ら

れ
た
り
さ
れ
た
こ
と
な
ど
。

○
誤
っ
た
報
道
な
ど
で
名
誉
や
倍

用
が
侵
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い

て。
○
公
費
等
の
職
権
乱
用
や
、
不

当
な
取
扱
い
で
人
権
を
侵
脅
さ

れ
た
と
き
。

○
そ
の
他
交
通
密
教
、
金
銭
貸

借
、
土
地
家
屋
、
戸
籍
、
信
用

問
題
な
ど
一
枝
人
権
問
題
及
び

一
般
法
律
問
題
。

最
後
の

国
民
年
金
制
度
が
は
じ
ま
っ
た
当
時

制
度
の
趣
旨
が
十
分
ゆ
き
わ
た
ら
な

か
っ
た
こ
と
や
、
商
合
着
（
昭
和
三
六

年
四
月
一
目
現
在
で
五
〇
才
以
上
五
五

才
未
満
の
人
）
の
加
入
申
し
出
期
間
が

短
か
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
た
め
、
国
民

年
金
に
加
入
し
な
か
っ
た
人
、
又
当

時
、
国
民
年
金
以
外
の
年
金
制
度
に
加

入
し
て
い
た
高
令
者
で
、
そ
の
後
勤
め

な
ど
を
や
め
た
り
し
て
現
在
い
ず
れ
の

年
金
制
度
に
も
加
入
せ
ず
、
ど
の
制
度

か
ら
も
老
令
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
人

が
沢
山
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
当
初
加
入
の
機
会
を
の

か
し
た
寵
合
着
に
つ
い
て
拠
出
年
金
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

加
入
で
き
る
人
は
明
塗
元
年
四
月

二
日
か
ら
明
治
四
四
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
れ
た
人
で
す
が
、
加
入
若
申
し
出

る
時
、
次
の
よ
う
な
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の

年
金
制
度
で
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

除
か
れ
ま
す
。

○
国
民
年
金
以
外
の
公
的
年
金
制
鹿
に

加
入
し
て
い
る
人

○
国
民
年
金
以
外
の
公
的
年
金
制
度
か

ら
乗
合
（
退
職
）
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
人
（
年
金
を
受
け
る
た
め

の
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
る
人
も

含む）
加
入
素
望
す
る
人
は
、
昭
和
四
五

年
一
月
か
な
同
筆
（
月
三
〇
日
ま
で
の

間
に
申
し
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。※
保
険
料
は
五
年
間
納
付

加
入
さ
れ
る
人
の
年
令
は
昭
和
四
五

年
一
月
で
す
で
に
五
八
才
か
ら
六
三
才

に
達
し
て
い
ま
す
の
で
六
五
才
に
な
っ

て
も
納
付
期
間
が
五
年
間
に
遥
す
る
ま

で
は
保
険
料
を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま

す。
な
お
保
険
料
の
免
除
や
新
し
く
と
り

入
れ
ら
れ
る
所
得
比
例
保
険
料
の
納
付

チ
ャ
ン
ス
で
す

は
出
来
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
…
二
ケ
月
七
五
〇
円

納
付
開
始
…
加
入
を
申
し
出
た
月
か

ら

納
付
期
間
…
五
年
間

年
金
額
…
三
〇
、
8
0
円

※
公
的
年
金
の
期
間
と
通
算
さ
れ
る
場

合五
年
年
金
に
加
入
で
き
る
年
令
の
人

は
昭
和
三
六
年
四
月
盲
以
降
の
公
的

年
金
に
加
入
し
た
期
間
を
そ
れ
ぞ
れ
継

美
口
せ
て
一
〇
年
に
遥
す
る
と
き
は
通

舞
乗
合
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
国
民
年
金
の
五
年
年
金

に
加
入
し
た
期
間
も
そ
の
一
〇
年
間
の

中
に
舞
入
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
昭
和
三
六
年
四
月
一
日

以
降
の
公
的
年
金
加
入
期
間
次
第
で

は
、
ま
る
ま
る
五
年
間
加
入
す
る
必
要

が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

な
お
厚
生
年
金
の
改
正
案
に
よ
る
高

合
着
に
つ
い
て
の
特
例
措
隈
は
次
の
と

お
り
で
、
五
年
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
有
利
に
な
る
嬰
口
も
あ
り

ます。
例

一纏
轄
互
…
纏
擢

6

三
六
、
四
、
二
∵
以
前
と
以
後
の
期

間
と
を
合
舞
し
て
一
〇
年
以
上
に
な
れ

ば
厚
生
年
金
の
通
算
老
令
年
金
が
支
給

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
の
で
五
年
年
金
に

は
加
入
資
格
が
な
い
。

例
　
二国

民
年
金

＝
雑
潜
纏
韓
立

よ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
孫

三
六
、
四
、
一
、
以
降
厚
生
年
金
の

七
年
と
国
民
年
金
の
一
一
事
で
一
〇
に
避

す
る
の
で
五
年
年
金
加
入
に
よ
り
通
算

老
令
年
金
が
支
給
さ
れ
る
。
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自
　
衛
　
官
　
募
　
集
　
中

○
応
募
資
格

滴
一
八
才
か
ら
二
五
才
未
満
の
健
康

な
男
子

○
種
目
、
陸
・
海
・
空
自
衛
官

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
庶
務

課
へ
お
捧
ね
下
さ
い
。



改正料金表

料金 水正 �新料金 �旧料金 �‖塗頼 �償上率 

8m● �340円 �300円 �40円 �13．3％ 

9 �340 �335 �5 �1．4 

10 �340 �370 �△　　30 �△　8．2 

11 �382 �405 �△　　23 �△　5．7 

12 �424 �440 �△　　16 �△　　3．7 

13 �466 �475 �△　　　9 �△　1．9 

14 �508 �510 �△　　　2 �△　　0．4 

15 �550 �545 �5 �1．0 

16 �592 �580 615 �12 �2．0 3．0 

17 �634 676 ��19 26 

18 ��650 ��4．0 

19 �718 �685 �33 �4．8 

20 �760 �720 �40 �5．6 

30 �工180 �1，070 �110 �10．3 

40 �1，600 �1．420 �180 �12．7 

50 �2，020 �1，770 �250 �14．1 

100 �4，120 �3．520 �600 �17．0 

※新料金基本料金10立方＝340円　超過料金l立方当り42円

旧料金　　〃　　8立方　300円　　〃　1：紡　35円

他市町村税宿料金比較表

二言盲、一一・一一＼ ��� �10㌫；三両拙iil維「浩） 

隼∴渚 �� �42∴∴4 �520 

串∴戸 �� �完、3∴4 � SOO 

；イ駁∴扉 ���41　4 � 

長∴鱒i‘iI ���4ケ4 �430 

小∴竹∴田l ���や　ら �400　　　　　　　　　　　　　　　　　　40 

大　在Iu �� �43∴4 �390　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縮 

∴　∴ �� �43　1 �i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i 

刈　ii �� �43’4 �300　　i　　　　　　　　　　　40 

∴　十 �� �4214“ �370　　　　　　　　　　　　　　　　　　　的 

用 �� �36－を �37°i　　　　　　　　　　　　　　　　SO 

：＼ � �▲1 �370　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　時 

校∴則′ ��44　1 �篤0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時 

小　町 ��43】0‘ �35O　　　i　　　　　　　　　　　　　　50 

印 ���38　9 �350 

∵　∴ ���101 �二二二二i五二コ　　　　　　　　　　33 

子　∴ ��41　6 �二二二二二コ　　　　　　　　　　∴ 

，箕　2 �二二二三二コ　　　　　　　　　　39 

問 � �4）▲ � 

iii∴∴∴．可 �� �30　3 �、340　　　日370 

E≡ヨ　　　　　　亡＝コ‘

〝

一

月

一

日

か

ら

水

道

料

金

が

改

正

に

な

り

ま

す

〝

本
町
恋
隷
薬
は
四
壁
一
千
年
に
給

水
を
開
始
し
、
今
年
で
十
五
年
を
迎
え

る
に
致
り
ま
し
た
。
そ
の
間
昭
和
三
六

年
に
水
源
等
の
駆
偶
に
よ
り
中
間
市
上

水
道
群
発
の
分
水
に
よ
る
給
水
を
始
め

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
中
間
市
で
は
二
月
二
日
か
ら

水
逆
料
金
の
値
上
げ
を
実
施
（
昭
和
四

〇
年
に
も
一
度
値
上
げ
し
て
い
る
）
し

て
お
り
当
町
水
道
硝
薬
に
於
て
も
、
こ

の
た
び
水
道
料
金
の
改
正
に
ふ
み
さ
ら

ざ
る
を
得
な
く
な
り
一
一
月
の
臨
時
議

会
に
料
金
改
訂
の
条
例
を
提
案
し
審
議

の
結
果
十
二
月
一
日
別
表
の
と
お
り
可

決
決
定
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
昭
和
四
十
五
年
一
月

一
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
詣
襲
者
の
皆
さ
ま
に
は
宜
し
く
御

理
解
の
上
御
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

晴
れ
て
成
人
の
日
を
迎
え
る
方
々

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

一
月
十
五
日
は
「
成
人
の
日
」
で
す
。

こ
の
日
は
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
に
よ
れ

ば
、
「
お
と
な
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、
自
ら
生

さ
ぬ
こ
う
と
す
る
甫
年
を
祝
い
は
げ
ま
す
」
祝
日
で

あ
り
ま
す
。
遠
賀
町
で
も
、
譲
の
御
成
長
を
心
か
ら

お
祝
い
し
又
期
待
を
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
来
る

昭
和
四
五
年
一
月
一
五
日
の
記
念
行
垂
に
は
皆
様
是

非
御
参
加
下
さ
い
。

な
お
町
内
左
記
の
万
々
が
晴
れ
て
成
人
の
日
を
迎

え
る
方
々
で
す
。

能
∴
溝
－
∴
汀
商
　
事
郎

大
場
ヒ
ロ
子

矢
野
　
公
慈

悲
∴
松
　
　
小
野
　
秀
板

金
崎
敬
太
郎

原
　
香
代
子

舛
添
由
美
子

舛
添
千
恵
子

舛
添
　
英
数

舛
添
と
き
子

官
本
　
悦
子



上葉　　虫　　広今尼　　晃言詣
別　　〃　坐　〃　　古　　〃
府相　　浦　　波賀船　　津松

鬼
　
津
　
　
井
口
　
正
明

井
口
　
信
子

入
江
つ
ら
子

太
田
　
英
和

田
代
　
信
吉

相
松
　
久
推

察
∴
∴
博
子

薬
　
　
忠
瀾

二
村
　
朝
子

本
田
　
悦
子

松
尾
　
紀
子

三
原
∴
騎
代

門
司
　
恭
子

門
司
∴
抱
夫

森
垂
マ
リ
子

尾
　
崎
　
安
部
　
早
苗

田
中
∴
∴
修

中
西
　
栄
子

施
生
　
俊
秀

原
口
　
賢
治

広
田
　
千
代

広
田
　
和
子

松
井
　
噸
一

別
　
府
　
　
松
浦
　
節
子

安
璃
佐
和
子

吉
田
　
茂
三

安
藤
　
貞
美

安
部
∴
健
姪

安
部
∴
束
広

入
江
　
宋
美

江
瞭
∴
∴
憶

大
野
美
知
子

織
田
　
信
子

川
口
は
る
子

木
原
　
撃
文

佐
轢
∴
∴
沌

末
永
　
博
明

中
井
　
信
子

花
田
　
京
次

藤
原
美
佐
子

古
川
　
　
仁

掘
∴
∴
∴
進

松
本
　
邦
仁

三
谷
　
　
優

山
中
　
英
二

吉
川
た
つ
子

和
田
　
正
翌

今
古
賀
　
入
江
い
つ
子

柴
田
佐
代
子

武
谷
ト
ミ
子

村
上
ス
ミ
子

村
上
　
芳
子

峯
∴
∴
沼
大

遠
賀
川
　
　
有
田
　
頭
痛

有
田
万
里
子

新
　
町

広
　
渡

井
口
　
義
己

岩
見
　
昭
智

今
橋
由
紀
子

魚
住
　
正
隆

加
藤
∴
房
子

可
知
　
芳
雄

勝
原
∴
妙
子

河
騎
　
松
枝

黒
田
久
美
子

栗
田
き
よ
子

坂
本
　
好
子

魂
　
　
公
裕

柴
田
　
美
江

減
光
　
伸
一

中
村
ユ
リ
子

中
松
美
知
子

原
田
　
五
郎

掘
　
節
子

元
素
　
和
夫

和
地
∴
恵
子

井
上
　
暫
行

入
江
　
英
子

上
野
　
京
子

小
野
　
俊
次

金
子
　
文
一

影
山
み
ど
り

坂
口
　
　
登

迫
江
紀
美
子

篠
崎
∴
隆
志

野
中
　
　
守

原
　
　
孝
男

松
下
　
康
子

宮
下
ト
シ
∋

商
∴
き
よ
み

村
田
　
武
敏

山
上
　
秀
子

出
口
加
代
子

宮
路
　
卓
美

園
武
∴
恭
子

星
山
憩
美
子

志
和
　
朝
益

玉
田
宙
土
子

馬
劫
　
　
陸

水
上
　
恭
子

山
県
東
比
古

柴
田
名
港
子

柴
田
　
住
江

柴
田
　
秀
蒋

柴
田
　
妹
子

柴
田
　
高
博

徳
王
　
三
枝

原
田
　
　
正

松
本
　
由
利

三
浦
　
米
子

浅
　
木

木
　
守

上
別
府

柴
田
ミ
チ
子

葉
聞
　
知
儀

柴
田
　
勝
義

隅
竪
∴
陽
子

谷
口
　
　
厚

嬢
富
∴
七
重

森
福
∴
輩
一

米
松
　
漕
手

添
田
美
佐
子

添
田
　
清
子

添
田
　
恵
子

詩
麟
　
公
夫

串
崎
∴
髄
樹

高
崎
　
幸
子

細
事
　
孝
志

爪
塞
　
　
栓

神
代
サ
ヱ
子

小
西
　
久
秋

市
島
∴
∴
栄

谷
口
　
安
志

芳
賀
　
広
恵

松
尾
　
英
司

松
本
　
数
敏

松
尾
　
隆
幸

森
　
　
英
子

門
司
美
田
結

予
山
ナ
ナ
ミ

石
田
　
信
子

石
田
　
隅
艶

小
用
　
博
幸

小
川
　
早
苗

余
光
　
和
美

小
林
　
瑛
子

柴
田
　
洋
子

河
内
∴
灘
房

後
嬢
∴
信
治

篠
崎
美
佐
子

経
木
　
由
美

甫
崎
久
美
子

堀
　
ひ
ろ
子

松
本
蕗
美
代

溶
辺
　
　
茂

村
田
　
法
子

村
田
　
義
軍

村
田
　
陽
子

綾
部
－
菰
幸

石
松
　
芳
枝

石
松
　
鈴
子

石
松
み
つ
よ

石
松
　
秀
美

白
石
　
　
勇

筋
田
　
浦
大

筋
田
　
　
力

寵
榛
　
英
語

門
司
キ
ヨ
子

山
中
　
早
苗

山
形
　
友
二

虫
生
温
∴
∴
浅
春
素
話
子

石
松
　
静
江

池
本
∴
璃
文

上
目
ひ
ろ
み

栗
林
　
裕
子

久
我
∴
恭
子

村
田
　
明
美

田
中
　
信
幸

田
代
∴
悦
子

為
広
マ
ス
ミ

継
手
　
幸
子

早
川
　
吉
男

富
野
　
政
明

市
野
∴
茶
徳

吉
野
さ
わ
子

松
岡
　
美
盛

装
　
　
和
久

敬
　
由
紀
子

山
本
喜
代
子

力
丸
　
正
博

東
　
町
　
　
稲
田
美
由
紀

浦
川
タ
ミ
子

川
畑
∴
∴
優

秋
永
　
教
則

小
林
　
政
市

後
藤
　
和
枝

末
永
由
実
子

譜
橋
と
み
子

西
川
　
逆
子

橋
本
　
節
生

畑
野
　
米
子

松
尾
　
敏
子

山
田
百
合
子

田
　
町
　
　
石
田
　
態
幸

大
田
　
貞
子

坂
本
　
稲
美

賎
本
　
時
代

田
中
み
つ
代

三
重
野
新
治

和
田
　
博
史

白
水
窮
∴
∴
浅
田
　
運
生

大
西
　
利
率

江
口
　
純
一

竹
本
　
寵
治

東
成
　
正
発

陳
　
　
栄
一

竹
村
∴
∴
護

三
島
陽
一
郎

福
田
　
照
明

藤
村
　
幹
夫

福
田
　
　
誠

早
瀬
登
志
雄

安
田
　
節
夫

大
河
工
業
舞

網
野
　
竪
樹

小
野
∴
麓
則

江
政
恵
美
子

梁
　
　
幸
江

二
村
　
久
夫

畑
生
　
照
子

葉
山
　
　
繋

小
田
原
撃
江

石
橋
　
秀
一

石
井
　
遺
子

仲
山
英
田
美

音
木
　
真
弓

龍
　
　
和
江

以
上
の
方
々
で
す
。

紀
械
モ
レ
、
又
は
誤
り
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
強
し
ん
で

お
わ
び
申
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
教
育
委
員
会
種
務
局
ま

で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

記
念
行
事

一
期
日
　
昭
和
四
五
年
一
月

一
五
円

二
会
場
∴
遠
雷
町
公
民
館

ホ
ー
ル

三
行
事
　
1
式
典
　
午
前
八

時
三
〇
分

2
三
社
詣
り
（
貸

切
パ
ス
）

式
典
終
了

後
宿
ち
に

出
発

四
該
当
者

白
昭
和
二
四
年
一
月
〓
ハ
自

室
昭
和
二
五
年
一
月
一
五
日

の
間
に
出
生
し
た
者



固
定
資
産
税
　
第
三
期
分

納
期
限
　
二
一
月
二
〇
日

〟
火
　
の
　
用
　
心
〟

冬

期

の

火

災

予

隣

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

年
末
年
始
の
役
場
事
務

今
年
は
衆
憩
謹
賀
縁
遠
麓
の

た
め
役
場
流
露
は
三
月
二
六
日
で
締

切
り
ま
す
。

但
し
戸
籍
澄
（
印
鑑
証
明
、
戸
籍

抄
本
、
転
出
証
明
椎
な
ど
）
は
二
七
日

午
前
中
ま
で
取
り
扱
い
ま
す
の
で
必
要

な
方
は
牢
内
の
二
七
日
午
前
中
ま
で
に

用
件
を
す
ま
せ
て
下
さ
い
。

又
、
出
生
届
、
死
亡
届
な
ど
の
届
出

期
間
に
定
め
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は

当
直
者
で
取
り
扱
い
を
し
ま
す
。

御
用
始
め
は
一
月
五
日
で
す
。

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
に
つ
い
て

農
薬
賓
会
薫
風
の
選
挙
人
名
簿
の

作
成
は
毎
竺
月
一
日
現
在
の
登
城
申

綺
密
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
ま
す
。

近
く
各
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
申
請
牲

用
紙
を
配
り
ま
す
の
で
、
昭
和
四
四
年

一
月
盲
現
在
で
次
の
愛
件
を
具
備
さ

れ
て
い
る
方
は
一
月
二
〇
日
ま
で
に
区

寅
さ
ん
を
通
じ
て
遠
賀
町
農
薬
護
良
会

宛
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

※
遠
賀
町
に
住
所
を
肴
す
る
も
の

※
年
令
二
〇
才
以
上
の
も
の

昭
和
四
四
竺
百
三
日
現
在

で
満
二
〇
才
で
あ
る
こ
と
、
従
っ

て
昭
和
二
四
年
四
月
一
日
以
前
に

出
生
し
た
も
の

※
一
〇
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い

て
新
作
の
業
務
を
営
む
者
及
び
そ

の
同
居
の
親
族
又
は
そ
の
配
偶
者

で
、
年
間
お
お
む
ね
六
〇
日
以
上

耕
作
に
後
節
す
る
も
の

強
襲
の
折
、
皆
様
の
ど
家
慶
で
は
い

ろ
い
ろ
な
暖
慶
器
が
使
用
さ
れ
、
ま
た

農
家
で
は
施
燥
機
が
使
わ
れ
、
四
季
を

通
じ
て
火
を
最
も
多
く
使
う
時
期
で

す。
特
に
冬
期
は
、
空
気
が
乾
燥
し
ま
す

の
で
一
寸
し
た
不
法
窓
で
火
災
を
起
す

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
十
分
ご
注
窓
下

さい。
◎
火
事
の
と
き
は
ま
ず
通
報

不
幸
に
し
て
、
火
災
が
発
生
し
た
場

合
は
他
人
の
協
力
な
し
で
は
消
せ
ま
せ

ん
の
で
、
す
ぐ
に
大
き
な
声
で
隣
近
所

に
知
ら
せ
て
協
力
を
求
め
、
消
防
団
に

通
報
し
湘
防
隊
が
到
着
す
る
ま
で
初
期

消
火
に
万
全
を
期
す
こ
と
が
肝
心
で

す。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
投
値

の
∴
ボ
ン
ベ
は
必
ず
屋
外
に

㈲
　
硯
箱
は
許
可
菜
箸
に

配
達
時
に
必
ず
漏
れ
検
査
を

㈲
∴
屋
内
の
風
呂
釜
に
は
逆
風
ど
め
付

め
壊
笑
を
、
護
に
近
い
上
下
に
通

風
孔
を

㈲
∴
湧
わ
か
し
器
の
取
付
は
、
天
井
、

糊
な
ど
か
ら
規
定
の
睡
髄
を
と

り
、
大
型
、
中
型
に
は
必
ず
逆
風

と
め
付
煙
突
を
つ
け
、
換
気
も
十

分
に

㈲
　
都
市
ガ
ス
用
器
具
（
コ
ン
ロ
等
）

を
そ
の
ま
ま
使
う
の
は
危
険
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
使
う
と
き

の
　
優
っ
前
漏
れ
が
な
い
か
「
に
お
い

」
を
確
か
め
る

㈲
　
点
火
順
序
を
ま
ち
か
え
ず
に

の
　
外
出
前
、
ね
る
前
に
は
元
栓
を
締

め
た
か
確
か
め
て

㈲
　
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
使
う
と
き
は
、

と
き
ど
き
換
気
を

㈲
　
ボ
ン
ベ
は
借
り
も
の
、
勝
手
な
処

分
は
危
険

福
岡
県
五
十
音
別
電
話
番
号
簿
（
北
九
州
版
）

の
発
行
誤
り
に
つ
い
て

田
畑
の
耕
作
面
積
及
び
大
農
具
の

異
動
に
つ
い
て
の
申
告
〃
‥
（
再
）

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
毎
年
一
二
月

末
ま
で
に
役
班
麗
係
宛
に
申
告
を
し

て
頂
く
よ
う
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

が
、
一
都
の
方
が
異
動
に
関
す
る
申
告

を
怠
り
課
税
後
に
申
し
出
ら
れ
る
た
め

税
務
犠
務
に
多
大
な
る
支
障
斉
果
た
し

て
い
る
の
で
申
告
期
限
を
厳
守
し
て
下

さい。ど
承
知
の
よ
う
に
大
農
具
等
は
所
得

横
型
か
ら
特
別
経
費
と
し
て
差
し
引
い

て
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
念
の
た
め
申
し

添
え
ま
す
。

己

ア
、
耕
作
面
積
及
び
所
有
大
賞
の
異

動
届
出
先
及
び
期
間

役
場
税
務
係
宛

自
昭
和
四
四
年
九
月

至
同
年
一
二
月

ィ
、
別
途
捏
除
に
該
当
す
る
大
農
桜
典

は
ト
ラ
ッ
ク
ク
ー
、
動
力
耕
う
ん
横

農
業
用
に
使
用
す
る
自
動
車
（
軽
白

も
含
む
）
ト
レ
ー
ラ
ー
、
舵
燥
横
、

牛
馬
な
ど

ウ
、
所
有
権
を
移
転
さ
れ
て
も
耕
作
権

の
異
動
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
実
際

に
耕
作
面
請
が
異
動
し
た
分
雷
告

し
て
下
さ
い
。

工
、
賃
料
、
借
料
に
つ
い
て
異
動
が

あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
も
前
記
期
限

内
に
申
告
を
し
て
下
さ
い
。

本
年
十
一
月
一
日
発
行
い
た
し
ま
し

た
（
八
月
三
日
現
在
）
飯
詰
番
号
簿

は
（
三
五
一
貫
）
印
刷
誤
り
に
つ
さ
つ

き
の
と
お
り
と
町
立
く
だ
さ
い
。

己

一
、
誤
り
の
愛
器
号

遠
賀
川
馬
　
三
I
〇
八
五
二

広
漠
　
松
崎
醇
司

二
、
正
当
穂
話
番
号

遠
賀
川
局
　
三
－
〇
五
八
二

広
波
　
松
崎
詳
司

折
尾
窓
驚
藷
局

香
典
返
し
お
礼

次
の
方
々
か
ら
遠
賀
町
社
会
福
祉
協

醸
会
に
御
寄
付
を
し
て
い
た
ゞ
き
ま
し

た
の
で
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
る
と
と

も
に
誌
上
を
伴
っ
て
披
露
さ
せ
て
頂
き

ます。一
、
金
一
封
　
　
香
典
返
し

故
半
田
　
治
夫
様

尾
崎
∴
∴
半
田
　
哲
治
殿

故
高
橋
　
亀
雄
横

東
町
　
砧
矯
キ
ク
ノ
殿

故
池
田
　
明
棟

若
松
　
池
田
樹
紀
藤

牧
松
井
　
浦
様

遼
節
用
　
極
光
　
君
子
殿

故
前
島
　
俊
博
様

遠
賀
川
　
福
島
一
男
殿

故
佐
藤
　
黍
美
枝

旧
任
　
佐
藤
　
邦
子
放

散
柴
田
シ
メ
ノ
横

合
古
賀
　
柴
田
　
正
巳
授

故
奥
田
　
浪
造
様

別
府
　
奥
田
　
架
蔵
授

故
松
井
　
丘
之
様

尾
崎
∴
松
井
千
枝
子
殿


